
A 班による太宰府基本構想の流れ（案）    20100810 

 
 総括 

社会状況の

認識 

将来像 

・第4次の総括から、第5次に移行する場合の課題とは？ 
（社会の潮流・計画の施行における評価） 

・現状認識が必要。特に協働の基礎となる地域主権、少子・高齢化によ

る太宰府の変化予測、環境との共生、都市間競争による都市の魅力の

ブラッシュアップなど

「歴史とみどり豊かな文化のまち」 
・10年やそこらで変えるようなものではないはず。 

太宰府のアイデンティティは、やはり大宰府政庁の歴史と、緑豊か

な山に囲まれた自然景観にあるのでは？ 
・文化の考え方に関するコラムを挿入し、文化を幅広く捉えるべきこと

を示唆してはどうか。 
 （文化は生活様式であり、継続が必要。まるごと博物館のおもて

なしの心も、生活の有りようであり、文化でもあると考える）

・キャッチコピーで、元気ではつらつとしたイメージを考え、補完して

はどうか。「まほろばの里づくり」では、静的すぎないか。 

理念 

重点 
プロジェクト 

 
＊市民の暮らしに 
 関するプロジェ

クトを追加 
＊プロジェクトと

太宰府の活性化

推進との関連を

明確にする！ 

協働に加え、地方主権を進めるにあたり、以下を加えては？ 
共生（自然との共生など、多様な主体と共に手をたずさえる） 
自律（自らが考え、自らの信念で動き、他人任せにしない） 

○協働のまちづくりプロジェクト 
○まるごと博物館プロジェクト 
○「まほろばの里」？創りプロジェクト（市民アンケート上位を考える）

  ・安心安全で心豊かに暮らすまちづくり 
    ・福祉 ・教育 ・子育て  
    ・環境との共生、省資源 、省エネルギー 
 ＊暮らしに関する事項を挙げると、項目が多くなりすぎるので、まと

めたい。（まほろばの里づくりプロジェクト） 
＊上記プロジェクトが絡み合い、効率的で魅力ある都市づくり・都市

経営を推進するという説明では？＝キャッチコピーの説明 
＊息の長い、まち固有の資源を利用した継続的な活性化策が、産業進

行や生き甲斐、自律につながり、太宰府が輝く。 

将来目標 
人口 特に検討していない。 

 後述：少子・高齢化の中で、人口を維持し増加させる重要性を記述 

将来土地 
利用 

特に検討していない 
 後述：もっと説明が必要ではないか。 

施策の大綱 

特に検討していない。 
後述：重点プロジェクトを、ここに当てはめるべきかもしれない。

そうすれば、基本計画で、詳細な記述を行う流れができるのでは？
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Ｂ班グループ討議：自由意見 

文責：山﨑安則 

素案の元になっているアンケート調査・市民意識調査などの手法と質問項目の設定

に問題があるのではないか。質問項目や質問自体にも問題があるのではないか。さら

にその結果の分析が太宰府の将来像に十分に反映されていないように思える。データ

の取り方に偏りがあるのではないか。 

今回のデータから見えてくる優先されるべき課題は、子ども、高齢者、障害者の安

全・安心のまちづくりではないだろうか。太宰府らしく生きるということは、各世代

間が連携し持続可能な仕組みを構築すること。そのなかで特に後期高齢者の幸せが含

まれなければならない。 

将来像の中に文化よりも暮らしや生活、子育て、教育がみえてこなければならない。

市内の水城ヶ丘のアンケート調査においても、防災・高齢者等の助け合いが自治会へ

の期待として上がっているが他人事になっている。 

太宰府市は、公共料金、福祉、交通問題など山積しているが、小地域をみれば、買

物難民など生命を支える日常品の購入さえ大きな問題として浮上している。白川地区

では高齢化が進行しているがマミーズがバスを運行している。青葉台では、高齢化が

進み企画の商店やスーパーなどが閉鎖している。過疎地域では住民の生活と暮らしを

支えるバスや移動式商店が活躍している。こうした問題をコミュニティビジネスとし

て取り組むことが、住民の暮らしと生活を支えるとともに地域の活性化につながるの

ではないか。 

市の行政サービスにも限界がある。人資源、地域資源、文化資源を育てる力も必要

ではないか。白川地区には、地名、建物、鯉などの資源があり活用していく工夫も必

要ではないか。知らないことが、活かせないことになっている。そのためには“つな

ぐ”こと、人が必要ではないか。さらに創造する力を計画的に推進し、人づくりを通



 

 

してさまざまな物をブランド化していくことが大切ではないか。 

太宰府は文化人や知識人と呼ばれる人が大勢暮らしている町である。自慢から誇り

のあるまちへの転換が必要。伝統や文化等隠れた財産を再評価して生かしていくこと

が大切である。市民が太宰府をもっと知ること、住んでいる住民の認識が低いのでは

ないか。市域も地域も知ることで、地域への愛着が生まれ、ブランド創造力も見えて

くるのではないか。 

土地の由来を通して住民の意識と自覚を高める。花見が丘自治会では、松林の清掃

活動を通して地域のローソンと協働して社会貢献活動につないでいる。連歌屋地区で

は、歴史と伝統が息づいており風景として自然に馴染む豊かさがある。 

市民が主役のまちづくりにするためには、市民参画条例の制定が必要ではないか。

条例では、市長、市議会、市民の役割と責任を明記しており、市民意識の向上につな

がる。 

総合計画の期間は、5 年が適当ではないか。市長の任期や時代の流れなどを考慮す

れば長期で計画することはやや難がある。 

太宰府市には太宰府村と水城村の閉塞的関係が脈々と底流にあることに驚いた。 

太宰府市には他市にないバックグランド（歴史・史跡・文化財など）があり、足元

の財が十分に理解され活用されていないのではないだろうか。外部のノウハウを活用

して、太宰府を活性化できるのではないか。 

太宰府をテーマとした小説を書くことで知名度が上がり、それを観光に活かすこと

で経済効果も見込める。 

※全ての発言ではないことをご了承ください。 
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